
小 山 直 樹

東熟む理学会第25回大会特別講演 (1976)

4) ニホソザルを中心とする霊長類のLocalPopula-

tionStru(:ture､

大 沢 秀 行

胴休群生態学会昭和51年度シソポジウム (1976)

生 理研 究 部 門

大沢 済 ･大島 清

日片文夫 ･林 基治

原 文江t)

研 究 概 要

1) 体温調節反応の比較生理学的研究

大沢 済 ･日片文夫

各位サル対の寒冷,B･熱下における体温調節反応を比

較し.伐息環境および系統との関係を考究する｡

2)ニホソザJt,の阻庇順応に関する研究

大沢 済･日片文夫 ･原 文江

尾外放飼群について,税々の外弧に対する体温調節反

応,ノルアドレナl)ソ反応性,脂刀組成等の季節的変化

を調べている｡また,適温飼育個体を毎日一定時間率冷

または君熱にさらすことにより.上記の詰特性がどのよ

うに変化するかという順応過程の研究にとりかかってい

る｡

3) ニホソザルの野生群における寒冷適応の研究

大沢 済 ･原 文江

1977年2月琴冷多雪地域に住む志究C群の総合捕位調

査を行ない,極限的寒冷環境下における体温調節反応,

および,率冷血管反応を調べた｡

4)Lニホンザル繋孤期の季節性を決鬼する要田に関する

研究
大島 約 ･林 基治

要田のうち,中枢機序がもっとも考えられ,そのうち,

光一松果体一視床下部の経路が重要である｡現在では

松果体性のメラトニソのみでなく,視床下部性のindo-

lamineと光,LH-RHとの関係も考慮に入れねはなら

ず,･ニホソザルの内因性のindolamineの効果による変

臥 また投与による生残リズムの変動の有無を検討す

る｡

5) 分娩苑釆粒庁に関する研究
大 島 刑

分娩肌後のサル血中Prostaglandin.Oxyt∝れ Pr〇･

gesteroneを2時間泣きに採血し, これらのホルIe./の

分娩現象的後に於ける変動を改臆 し.分娩光来にどのよ

うな役割を果たしているかを研究する｡

1) 教務職員

6) ニホソザル妊娠柾適中の各位ホルIt./の勅掛 こつい

て

大島 約 ･林 基治

雄者らはすでにProgesteroneが妊舷初期には他のも

カタ屈サルと同じようにMCGに上る一過性の市価を示

すこと,また妊娠50-60日以降はヒトと全く弗な.,た低

値を示すことを確かめている｡ このヒトに似ないPr〇･

gesteroneの低値の粟囚を検討するためにF!に他のホル

モソMCG,LH.FSH.estrogen.MPLなどを即鬼す

る｡

7)卵管,卵巣,子宮の電気的活動に及ぼす各位ホJt'モ

ソの影響

大 島 村

従来.急性実験を主体として釆たが,今年度より,伎

性的に花柾を装方して随時生理的環境下で記録して自然

周期ならびにホルモソの影響などを調べる｡

8) 低温および市温環境下に於ける子g,卵管,屯気的

活動と血中ホルモソの動態について

大 島 洞
麻酔等の体温降下により子宮活動が低下することは臨

床的に知られている｡環境温度の急変により,下血捕.

不似乱 沈超の蕊超した報告もあり,環境温度が生苑倒

舵に与える即 劉土大きいと推訊rJされる｡人工気象卦こ於

て環境皿皮を伍払又は拓温にしたときの子宮.卵肝活動

をTE先約に記怨すると同時に,それと血中,rtJレモ･/動倍

との因果開拓を解析する｡

9) ニホソザル文革不軌 抑こ於ける人工交抑 こ関する研

究

大tZl招 ･松林柄明

=ホソザルは文牢に熊村の撫月払 無周期の不妊状腿

となるが, この時期にKMG-HCGtherapyで排卵を

誘発せしめ冷凍保存又は採取直後のm液によって人工受

持を試みる｡成功すればニホソザルの年2度の妊娠が可

能となり自家繁碑態勢を強化できる｡

10)ニホンザルの生放リズムと卵巣,子宮,卵管の微細

構造に関する研究

大 島 河

繁殖期と夏期不妊m,繁雄期に於ける月経周期にとも

なう卵胞,子宮内膜,卵管内腰の放細杓道の変化を走査

妻軌 通過型の丙花子田放銃によって検討し,花気的活動

及び生化学的変化と比較する｡

ll)各校サルの血管平附筋細胞朕の花先的性TIに関する

･研究

日 片 文 夫

各也サルの血管平滑筋の花気的 ･機械的性Tlおよび.

これ等に対する神柾支配を比較生理学的にしらべ,四足

歩行から二足少行への移行に作って生ずる血管系の変化

･･-15-



についてその対応をみる｡一方,基礎医学的見地から,

主として脳血管,冠状血管に対する薬物の影響につい

て,サルと他の実験動物との比較を行う｡

12)サル大脳アミノペプチダーゼの精製と性質

林 基 治

サJt,脳におけるアミノペプチダーゼ茄の性質と生理的

機能の解明の一環と●して前年度に引き続きサル大脳より

アミノペプチダーゼの一種であるアリルアミダーゼの精

封と性Ttに関する研究を続行している｡本年度は大量精

出をめざし,5頭ニホソザル大脳よりメソバク化学的

に均一と.臥われる標晶を得た｡ 本酵素の生理的意義を

明らかにする目的で種々の生理活性ペプチド拐 (LRH,

TRH.Bradykinin,AngiotensinI,SubstanceP)に対

する作用似作を枚来した｡その結果酵素の活性阻客程度

は.SubstanceP>Lys-Bradykinin>AngiotensinI>

BradykininでLRH,TRH等末端が環状メタグム構造

な和するペプチドは全く阻召しない串が判明したoSubl

StancePの本酵素による分解過程を現在検討している｡

捻 悦

1) 大沢拓 く1976):霊長現学への展望,適応生理学の

立切から｡盟長祝研究所年*,6,28132｡

輪 文

1) 和田一班 ･森谷繋･原文江 ･大沢済 (1975):志賀

市田のニホ'/ザルの体脂肪ついて｡生理生憩,16

(1),104-107｡

2) Oshima,K･andAITakenaka(1977):The

effectofprostaglandinsontheelectromy0-

gramandmotilityofthemonkeyuterusand

oyiductinlatepregnancyandpostpartum.

J.ned.Primat･,6,87-98･

3) Oshlma.K.,M･Haya血i･& K･Matsubayadli

(1977):ProgesteronelevelsintlleJapanese

monkey(Macacafuscatafuscata)duringthe

breedingandnonbreedingseason.and

pregnancy.).mcd.PTimat･,6,99-107･

4) Mekata,F.(1976):Rectificationinthesm∞th

musclecellmembraneofrabbitaorta.I.

PhysI'oL.,258.2691278..

5) Hayashi,M.andK･Odlima(Ⅰ976):Purification

andpropertiesofoxytocinase(cystineaれ一

inopeptidase)from monkeyplacenta.I.Bi･

ochem..80,389-396.

6) Haya血i,M.andK.Oshima(1977):Purific-

ationand characterizationofarylamidase

from monkeybrain.I.Biochem.,81,6311639.

7) 0血ima,K.,Haya血i,M.,andJ.Kato(1976):

EffectofT･血aped progesterone releaslng
system oncontraceptiveefficacyandmen･

strualregularityinJapaneesmonl(eys.Fertil.
SteriZ.,27,582-587.

8)As°,T.,T.Tomimnaga,冗.0血ima,andK.

Matsubaya血i(1977):Seasonalchangesof

plasmaestradiolandprogesteroneintheJap･

anesemonkey(Macacafuscatafuscata)End0..
100:745-750.

9) 大島清 く1976):サルの生殖生理｡東京医学,84,

43-57｡

10)竹中晃子 ･大島清 (1976):子宮卵管の性周期とブ

ロスタグラソディソに対する感受性｡日本生理学雑

誌,38,191-192｡

ll)大島清 (1976):サルの性生活 (1)｡性と避妊,1,

75-76｡

12)中山昭雄 ･掘哲郎 ･登倉尋宍 ･原文江 ･鈴木正利

(1975):冬期地獄谷 ニホンザルの熱平衡｡生理生

態,16,87-92｡

学 会 発 表

1) ニホソザルの生殊1)ズムとホJt,モソ

大島 滑,麻生武志,富永敏郎

松林清明,林 基治

第-回日本比較内分泌学会 (1976)

2) 慢性植込み電極によるサル子宮,卵管筋電図の記録

について
大島 滑,竹中鬼子

第28回日本産科婦人科学会総会 (1976)

3) ヤクニホソザルにおける体温調節の季節変化

大沢 済,日片文夫,原 文江

弟15回日本生気象学会 (1977)

4) 摘出卵管の筋電図及び収縮に及ぼすブロスタグラソ

ディソの作用
竹中晃子,大島 滑

第18回日本平滑筋学会 (1976)

5) UPS-T型プロゲステロソ子宮内避妊器具のサルに

よる検索
大 島 清

第217回日本産科婦人科学会東京地方部会 (1977)

6) 繁殖乱 非繁殖期及び妊娠中のニホソザル血中プロ

〆ステロソの動態

大島 滑.林 基治

第211回日本不妊学会総会 (1976)
7)低温高温下に於けるサル子宮,卵管筋電図

大島 滑.林 基治

弟54回日本生理学会 (1977)

8)大動脈平滑筋におけるnoradrenalineにより発生

するoscillatorypotentialの電気的性質

日 片 文 夫
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茄2回日本動物生理学シンポジウム

9) サル胎盤性オキシ71ナナ～ゼに関する研究

林 益治,大鳥 桁
的53回日本生理学会 (1976)

10)ニホソザル大脳アミノアシル7't)ルアミ〆-ゼのfrl
封と性Tf

林 基治,大島 河

約49回日本生化学学会 (1976)

ll)生殖生理研究モデルとしてのニホソザルの意義

麻生武志,大島 清,松林清明

第75回日本不妊学会関西支部集談会 (1976)

生化学研究部門

ノ高橋飽治 ･竹中 修

JTt･山 節 ･中村 仲

伐開一雄1)

研 究 概 要

1) 琵自Trおよび群系の榊造,機臆.退化に関する基礎

的研究
古 橋 健 治

禿白質および酵累の榊辺と機能およびその相関性と分

子進化に関する比較生化学的基礎研究を酸性プロテアー

ゼ,I)ポヌクレアーゼを含む放校の罰白T!について船続

している｡メ ソ/くク巽中のアルギニ ン残基の特只的化学

倍飾およびアミノ基の新しい可逆的化学捗姉に関する益

田研究と応用を進めた｡また.酵素の不溶化誹177体の調

劫を1)ポヌクレアーゼTlについて試み,安建な訪印体

を得,その性状を調べた｡

2) 盟長期ドーパ ミ./p-水酸化古宇累の性状と動恐

古 橋 飽 治

前年度にひき続き,各私設長類血中の本酵素活性の挽

索を進めた2)｡

3) 霊長期の解諺酵素の精製と性質

浅岡一雄 ･高橋健治

霊長類の解毒酵素の性状と特性に関する研究を続行し

ている｡アカゲザル肝臓より得たグルタチオンS-ア1)

ル転移酵素について,それの榊成する2個のサブユニ･/

トが同一であることを支持する知見を得た｡また.化学

捗飾法による活性部位残基の枚索を進め.アルギニ ン残

益の誼賓性を示唆する知見を1W=｡概々の韮矧 こ対する

5校のアイソザイムの韮TI特只性を調べ,相互に同一で

はないが鬼性的には類似しており.ネズミの場合よりむ

しろヒトの場合に近いことを示した｡また,AF-2を含

むニT.ロ化合物に対する活性炊穿;を進めた｡

1) 教務職員

2) 永津俊治ら (東工大 ･生命科学)との協同研究｡

4) 盟長類の組織中の蛋白質分解酵素の性状の研究

十川和博l)･高橋健治

丑F{現の各種組織中の蛋白分解酵素の性状に関する研

兜を統行した｡ニホソザル肝臓中に見出した新しいタイ

プの中性プロテアーゼの諾性状の解明を進めるととも

に,比較の 目的でネズミ肝臓についても本酵素を検索

し,その存在を明らかにした｡また,超遠心分国法によ

りその細胞内分布を検索するとともに,性状の解明を進

めた｡さらに,袋光性試燕を用いる,組織微量中性プロ

テア-Itfの高感度かつ仰班な活性訊rJ定法を開発し,その

応用を試みた｡

5) 霊長類の組紋酸性プロテ7-･tfの柄一列と性質

凍山昭彦2)･高橋鰹治

霊長類の各位組柁中の酸性プロテアーゼに関する研究

を紀行した｡ニホ'/ザル抑 こ兄山した新しいタイプの酸

性プロテアーゼのfJ7刑と性状の解明を3Z!に進めた｡本酸

性プロテアーゼは.Macaca屈おJ:び周辺のj.LLTTt長掛 こは

存在するが,下-3な皿F{刑やネズミなどにほ存在せず,

比較的に進化した詔F<mの肺に特只的に存在する可舵性

がある｡また,肺以外の机椛には現在までのところ見出

されない｡アミノ酸机成制 よ円粘脱のペプシノーゲソC

と酷似しており,分子進化上の閃超が示唆された｡

6) 霊長刑の布地適応に関する研究

竹 中 修

ユチオビア市原にf2犯 するゲラ〆ヒヒ苛広く霊長類の

布地適応を明かにすることを目的とした研究の一項とし

て,ゲラ〆ヒヒ,ドグェラヒヒ,マソトヒヒのヘモグロビ

ンをfrL垂空し,酸宍祝和睦を調べた｡この結果,上記の胴

で酸窮に対する親和性は拓かったが正村 よ伐少であっ

た｡ゲラ〆ヒヒの布地に対する逝応は.赤血球内代謝あ

るいは赤血球数の糊加等のJ:り市次なレベルによると推

測せざるを得ない｡

7) ニホソザル新生児期における血液成分の動態

竹中鬼子3)･竹中 修

4頭のニホンザルについて.挺生後半年に渡って最初

は遇2回,後に辺1回採血し.ヘモグロビンは等電点ゲ

ル筒先泳動法に.tり胎児塑ヘ モグロビン2種 の減少

と成体型ヘモグロビンの増加について定量的に調べた｡

また,血妹タン/{ク矧こついてはリボプロテイソ,ハブ

トグ古ブリソryについてディスク電気泳動法により各成

分の変化を調べた｡

8) ニホソザル異常ヘモグロビンの構造決定

竹中 修 ･中村 伸 ･高橋飽治

伊豆半島波勝崎および湯河原の群れに発見されたニホ

ソザルの異常へモグロピソについて,置換したアミノ酸

1) 大学院生

2) 大学院生
3) 研 修 員
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